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短い夏の思い出
　梅雨明け宣言のなかった今年の夏。
　松島の夏の風物詩、灯籠流し花火大会が終わると
夏の終わりを感じます。 
　短い夏の思い出とともに、季節はさらに魅力的な
秋へと移り変わります。
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松
島
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

東
北
大
会
三
位
に

日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
み
や
ぎ
大
会

　

宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優

勝
し
た
松
島
中
学
校
の
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
八
月
八
日
か
ら
九
日
ま

で
青
森
県
東
北
町
で
開
催
さ
れ
た
東
北

中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
体
育
大
会

に
出
場
し
、見
事
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

東
北
各
県
の
代
表
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
二
回
戦
よ
り
出
場
し
た
松
島
中

学
校
は
、
千せ

ん

厩ま
や

中
学
校
（
岩
手
県
）
と

対
戦
し
三―

〇
の
完
封
勝
利
で
準
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。
準
決
勝
は
地
元
東

北
町
の
上
北
中
学
校
と
対
戦
と
な
り
、

延
長
戦
に
も
つ
れ
込
む
白
熱
し
た
試
合

と
な
り
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
〇―

一

で
破
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
の
夢
は
果
た
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
優
勝
し
た
上
北
中
学
校

を
相
手
に
健
闘
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に

は
、
応
援
団
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▲

意
気
揚
々
と
試
合
に
挑
み
ま
し
た

▲

全
力
を
尽
く
し
た
選
手
に
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た

　

ジ
ョ
ン
万
次
郎
（
中
濱
万
次
郎
）
と

ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
の
子
孫
の

交
流
を
受
け
継
ぎ
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
市
民
交
流
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
が
七
月

二
十
九
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
九
回
目
と
な
る
こ
の
交
流

に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
約
百
人
と
日
本

人
約
二
百
人
が
参
加
し
、
県
内
観
光
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
七
月
二
十
九
日
に
は
、
約
百

人
が
松
島
を
訪
れ
、
松
島
善
意
通
訳
者

の
会
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
瑞
巌
寺
や
円

通
院
、
伊
達
政
宗
歴
史
館
な
ど
の
施
設

を
観
光
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル

松
島
大
観
荘
で
記
念
式
典
や
講
演
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
両
家
の
子
孫
や
ペ
リ
ー

提
督
の
子
孫
も
参
加
し
、
交
流
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
、幕
末
の
日
本
で
、

黒
船
来
航
で
も
知
ら
れ
る
日
米
和
親
条

約
の
締
結
に
尽
力
し
た
人
物
で
、
遭
難

し
た
時
に
助
け
ら
れ
た
船
の
船
長
で

あ
っ
た
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
と
親
交

を
深
め
ま
し
た
。

▲

松
島
善
意
通
訳
者
の
会
の
皆
さ
ん
が
松
島

を
案
内
し
ま
し
た

▲

ペ
リ
ー
提
督
の
子
孫
、
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー

氏
と
大
橋
町
長
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▲

次
々
と
被
害
が
報
告
さ
れ
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に

▲

災
害
対
策
本
部
長
（
町
長
）
に
被
害
状
況

を
報
告

▲

月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る
露
天
風
呂

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
の
地
震
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
、
七
月
二
十
六
日
に
図
上

と
情
報
収
集
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
役
場
職
員
は
自
衛

隊
や
消
防
署
、
消
防
団
な
ど
の
関
係
者

が
見
守
る
中
、
行
政
区
関
係
者
な
ど
か

ら
一
斉
に
寄
せ
ら
れ
る
被
害
報
告
の
受

信
や
被
害
対
応
へ
の
即
時
的
な
判
断
な

ど
、
実
際
の
災
害
さ
な
が
ら
の
対
応
に

追
わ
れ
、
緊
迫
し
た
中
で
の
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
実
動
訓
練
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
情
報
伝
達
を
中
心
に
何
が
起

き
、
ど
う
伝
達
さ
れ
、
整
理
、
指
示
、

対
策
の
一
連
の
過
程
が
演
習
で
き
、
関

係
者
の
役
割
の
確
認
、
相
互
連
携
、
本

部
運
営
の
あ
り
方
な
ど
多
く
の
成
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
行
政
区
で
は
、
防
災
無
線

に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
や
避
難
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区

の
参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

源
泉　

つ
き
あ
か
り
の
湯
が
開
湯

　

今
年
一
月
よ
り
温
泉
の
掘
削
を
進
め

て
い
た
ホ
テ
ル
壮
観
で
は
、
三
月
十
七

日
に
湧
出
に
成
功
し
、
七
月
二
十
八
日

に
温
泉
開
湯
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

過
熱
な
し
で
利
用
で
き
る
源
泉
は

町
内
で
は
三
例
目
で
、「
源
泉　

つ
き

あ
か
り
の
湯
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム―

塩
化
物
・

硫
酸
塩
泉
の
低
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
性
高

温
泉
。
肌
触
り
が
滑
ら
か
で
、
慢
性
皮

膚
病
や
慢
性
婦
人
病
、
動
脈
硬
化
症
な

ど
の
効
能
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
温
度
は

五
十
四
・
八
度
で
、毎
分
約
百
八
十
リ
ッ

ト
ル
の
湯
は
、
大
浴
場
の
他
に
、
松
島

湾
を
眼が

ん

前ぜ
ん

に
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
る

露
天
風
呂
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
壮
観
の
椎
奈
孝
社
長
は
「
温

度
・
湯
量
な
ど
申
し
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。

源
泉
を
大
切
に
し
、
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲

温
泉
の
開
湯
を
祝
う
鏡
開
き
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【
景
観
法
と
は
】

　

景
観
を
守
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

景
観
法
の
制
定
前
は
、
景
観
を

守
る
体
系
的
な
法
律
は
な
く
、
都

市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
な
ど
に

よ
る
美
観
地
区
・
風
致
地
区
・
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
や
屋
外

広
告
物
法
、
古
都
保
存
法
な
ど
で

断
片
的
に
保
護
し
て
い
た
だ
け
で

し
た
。　

　

地
方
公
共
団
体
で
は
、
景
観
保

護
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
財
産
権
を
規

制
す
る
こ
と
は
国
法
で
定
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
規
制
力
の
な
い

行
政
指
導
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
景
観
が
乱
開
発

の
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

景
観
法
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の

不
備
を
補
う
た
め
に
、
平
成
十
七

年
六
月
一
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た

景
観
を
守
る
体
系
的
な
法
律
で
す
。

「
美
し
く
風
格
の
あ
る
国
土
」「
潤

い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
」「
個

性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
の

確
保
を
目
的
と
し
、
基
本
理
念
を

打
ち
立
て
ま
し
た
。

　

こ
の
景
観
行
政
を
担
う
の
が
景

観
行
政
団
体
で
す
。
景
観
行
政
団

体
で
は
、
公
聴
会
な
ど
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
手
続
を
経
て
、

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
計

画
で
あ
る
「
景
観
計
画
」
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
景
観
行
政
団
体
】

　

景
観
法
で
は
、
景
観
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
都
道
府
県
、
政

令
指
定
都
市
、
中
核
市
を
景
観
行

政
団
体
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
市
町
村
は
、
知
事
と
協
議
し
、

知
事
の
同
意
に
よ
り
、
景
観
行
政

団
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

景
観
行
政
団
体
と
な
っ
た
市
町

村
は
、
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
景

観
計
画
の
策
定
や
行
為
の
規
制
、

景
観
重
要
建
造
物
、
景
観
重
要
公

共
施
設
の
整
備
、
景
観
協
定
、
景

観
整
備
機
構
の
規
定
に
基
づ
く
事

務
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
全
国
の
景
観
行
政
団
体
】

　

三
百
九
十
三
団
体
（
都
道
府
県:

四
十
七
、
政
令
指
定
都
市
：
十
七 

中
核
市
：
三
十
九 

そ
の
他
市
町
村
：

二
百
九
十
）
※
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
現
在

【
宮
城
県
内
の
景
観
行
政
団
体
】

◆
宮
城
県
、
仙
台
市
、
登
米
市

　

松
島
町
は
、
観
光
地
、
市
街
地
、
農
村
・
漁
村
部
な
ど
、
町
全
域

に
わ
た
り
四
季
折
々
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
の
四
月
に
景
観
行
政
団
体
に
移
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
に
あ
っ
た
良
好
な
景
観
形
成
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
等
と
協
力
し
な
が
ら
景
観
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

今
月
か
ら
、
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

〜
魅
力
あ
る
松
島
の
実
現
に
向
け
て
〜

松島町のこれまでの
景観行政の取り組み

大正12年 名勝「松島」に指定
（史蹟名勝天然記念物保存法）
※文化財保護法の前身

昭和27年 特別名勝「松島」に指定
（文化財保護法）

平成14年 松島町観光振興計画・寺町構想の
策定
ハード事業
（石畳舗装、電柱移設等）
ソフト事業
（寺町構想景観整備事業補助金)

平成17年 景観法全面施行

平成21年 景観行政団体へ移行(景観法)

シ
リ
ー
ズ
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【
景
観
計
画
と
は
】

　

景
観
計
画
に
は
、
必
須
事
項
と

し
て
次
の
①
か
ら
④
を
定
め
ま
す
。

①
景
観
計
画
の
区
域

②
景
観
区
域
内
の
景
観
形
成
方
針

③ 

景
観
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制

限
に
関
す
る
事
項

④ 

重
要
建
造
物
や
重
要
樹
木
の
指

定　
選
択
事
項
と
し
て
、

　

屋
外
広
告
物
の
掲
出
、
道
路
・

河
川
等
景
観
の
形
成
上
重
要
な
公

共
施
設
の
整
備
・
許
可
に
関
す
る

事
項
、
棚
田
（
た
な
だ
）
な
ど
景

観
保
全
の
た
め
の
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
策
定
、
自
然
公
園
法

の
許
可
の
基
準
な
ど
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

景
観
計
画
は
、
つ
ね
に
行
政
側

だ
け
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
提
案
制
度
が
あ
り
ま
す
。

土
地
所
有
者
等
の
三
分
の
二
以
上

の
同
意
の
も
と
に
、
住
民
の
側
か

ら
、
景
観
行
政
団
体
に
対
し
計
画

策
定
の
提
案
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

町
で
は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
各
地
区
で
の
説
明
会
、
懇
談

会
を
開
催
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
景
観

計
画
の
策
定
作
業
を
二
カ
年
に
渡

っ
て
進
め
ま
す
。

●
問
合
先　

企
画
調
整
課
ま
ち
づ

く
り
支
援
班　

　

0
３
５
４
ー
５
８
０
９

特別名勝松島保存計画の改定に係る
説明会を開催します

　松島は、海浜、島、展望地点からの景観が優秀で、国の名勝地のうち、
特に高い価値を有するものとして、文化財保護法で「特別名勝」に指
定されています。
　特別名勝松島は、その範囲が複数市町にまたがり、所有者も多岐に
わたることから、宮城県が管理団体に指定されています。
　これまで県は、特別名勝の適切な保存管理のための計画を策定し、
この計画に基づき保存管理に努めてきました。
　県は、保存管理計画が策定から10年を経過することから、その間の
社会環境の変化に対応するため、計画の見直しを平成20年度～ 21年度
で行っています。
　この見直しにあたっては、地元住民や観光産業を営んでいる方々の
意見もふまえ、生活や生業そして安全にも配慮した内容となるよう努
めています。
　今般、県文化財保護課と共催し計画見直しの説明会を次のとおり開
催しますので、多くの方々のご意見をお聞かせいただきますようお願
いいたします。

●日時　9月29日（火）　
　　　　午後7時～　
●場所　中央公民館
●主催　宮城県教育委員会
　　　　松島町教育委員会
●問合先　
　教育課生涯学習班
　0354-5714

仙塩広域都市計画見直しに
関する説明会・公聴会

　都市計画区域・基本方針・区域区分
等の見直しに関する説明会・公聴会を
開催します。

●日時 説明会　9月15日(火）
 公聴会　10月14日(水）  　　 
 各午後７時
●場所 説明会　中央公民館
 公聴会　仙台市役所上杉分庁舎

※その他の市町でも開催しますので、
詳しくは県ホームページ
　http://www.pref.miyagi.jp/tosikei/
　をご覧ください。
※公聴会に関する公述申し出の締切 
は10月7日（水）（当日消印有効）。詳
細については宮城県県政だよりをご覧
ください。なお、申し出がない場合は
公聴会を中止し、その旨県ホームペー
ジで案内します。

●問合先　
　宮城県都市計画課
　　0211-3134

　松島町企画調整課まちづくり支援班  
　　0354-5809

景観行政団体としての
今後のスケジュール

平成21年度
　・景観計画検討委員会
　・『景観計画案の検討』
　・アンケート調査
　・ワークショップ、
　　庁内ワーキング等の実施

平成22年度
　・景観計画検討委員会
　・ 『景観計画案の検討・とりまとめ、関係条例
素案の検討』

　・ワークショップ、庁内ワーキング等の実施
　・パブリックコメント
 
◆平成23年3月　松島町景観計画の策定
◆平成23年4月以降　関係条例の検討など
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松島の伊達な旬感2009

旬の味覚と伊達文化の
感動を再び!!

  昨年の仙台・宮城デスティネーションキャンペーンの経験を生かし、
10月から12月まで仙台・宮城[伊達な旅]キャンペーンが開催されます。
　松島町では、「松島の伊達な旬感2009　旬の味覚と伊達文化の感動」
をテーマとして、松島の美味しいもの、伊達文化の感動を全国に発信し、
松島の魅力を体感していただきます。

街
角
グ
ル
メ　

松
島
か
き
丼

　

か
き
丼
は
松
島
の
家
庭
で
昔
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
地
元
の
丼
。

卵
と
じ
や
ひ
つ
ま
ぶ
し
、
天
丼
風
、

カ
ツ
丼
風
、
洋
風
な
ど
、
町
内

十
五
店
舗
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
一

品
を
味
わ
え
ま
す
。
松
島
が
誇
る

街
角
グ
ル
メ
。（
十
月
〜
三
月
）

● 

問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協

会　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

か
き
小
屋

　

松
島
湾
か
ら
取
れ
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
か
き
を
、
ス
コ
ッ
プ

で
豪
快
に
鉄
板
の
上
で
焼
い
て

食
べ
る
、
殻
付
き
か
き
焼
き
食

べ
放
題
の
お
店
で
す
。（
十
月
九

日
〜
三
月
七
日
）

● 

問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協

会　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

 

旬
味
か
き
の
里

　

か
き
を
は
じ
め
、
新
鮮
な
魚

介
類
を
自
分
で
炭
火
で
焼
い
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
室

内
に
炉
端
テ
ー
ブ
ル
が
設
置
し

て
あ
り
、
雨
天
で
も
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
天
気
の
良
い

日
は
外
で
炭
火
焼
き
が
で
き
ま

す
。（
十
月
二
日
〜
五
月
五
日
）

●
問
合
先　

磯
崎
漁
業
組
合　

　

0
３
５
４
ー
３
２
３
０

松
島
・
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ

　

地
場
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
昼
食
。
四
季
彩
食
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
プ
ロ
の
料
理
人

の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
目
も
口
も
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
ラ
ン
チ
で
す
。（
十
一
月
一

日
〜
二
月
二
十
八
日
）

● 

問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協
会　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

松
島
湾
か
き
鍋
ク
ル
ー
ズ

　

松
島
遊
覧
を
楽
し
み
な
が
ら
、
牡
蠣
鍋

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
料
理
船
。
季
節

限
定
の
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
で
す
。（
十
二
月

一
日
〜
十
二
月
二
十
八
日
）
※
平
成

二
十
二
年
一
月
か
ら
三
月
は
要
問
合
せ

● 

問
合
先

　

松
島
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
0
３
６
６
ー
５
１
１
１

　

丸
文
松
島
汽
船 

0
３
６
５
ー
３
６
１
１

牡
蠣
づ
く
し
プ
ラ
ン

　

遊
覧
船
で
湾
内
の
島
（
桂
島
又
は
野
々

島
）
に
渡
り
、
殻
付
き
の
焼
き
か
き
が
食

べ
放
題
。（
十
一
月
七
日
〜
二
月
二
十
八
日
）

● 

問
合
先　

松
島
島
巡
り
観
光
船
（
企
）　

0
３
５
４
ー
２
２
３
３

離
島
桂
島
で

シ
ー
フ
ー
ド
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

桂
島
で
魚
介
類
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
楽
し

め
ま
す
。

● 

問
合
先　

松
島
島
巡
り
観
光
船
（
企
）

0
３
５
４
ー
２
２
３
３

旬
の
味
覚
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三 一二 　

街
角
案
内
人　

　

店
先
や
ホ
テ
ル
、
施
設
内
で
街
角
案

内
人
が
皆
様
の
松
島
観
光
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

地
元
の
人
が

　

案
内
す
る
松
島

　

地
元
の
人

が
毎
週
日
曜

日
に
松
島
の

名
所
を
案
内

し
ま
す
。

　
「
お
楽
し
み
マ
ッ
プ
」

　
「
う
め
ぇ
も
ん
絵
図
」

　

松
島
の
「
楽
し
い
」
こ
と
、「
美
味

し
い
も
の
」
に
こ
だ
わ
っ
た
二
種
類
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
誕
生
。
松
島
が
も
っ

と
好
き
に
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　
　●
問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協
会　

　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

国
宝
瑞
巌
寺「
庫く

裡り

」

の
特
別
公
開

　

普
段
、
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
国

宝
瑞
巌
寺
庫
裡
の
特

別
公
開
。

　

大
書
院
で
は
ご
本

尊
や
政
宗
公
、
忠
宗

公
の
大
位
牌
と
三
代

開
山
木
像
を
公
開
し

ま
す
。（
九
月
一
日

〜
）

●
問
合
先　

瑞
巌
寺

　

0
３
５
４
ー
２
０
２
３

陽
徳
院
御
霊
屋

「
寶ほ

う

華げ

殿で
ん

」
の
特
別

公
開

　

伊
達
政
宗
公
の
夫
人

愛め
ご

姫ひ
め

（
陽
徳
院
）
の
霊

廟
で
一
六
六
〇
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

十
八
年
か
ら
三
年
を
か

け
復
元
。
外
面
全
て
を

黒
漆
で
塗
り
、
桟
唐
戸

や
蟇
股
は
金
や
極
彩
色

に
彩
ら
れ
、
失
わ
れ
て

い
た
飾
金
具
も
復
元
さ

れ
ま
し
た
。（
九
月
一

日
〜
）

● 

問
合
先　

瑞
巌
寺　

0
３
５
４
ー
２
０
２
３

「
寶
華
殿
」
特
別
御
開
扉

（
期
間
限
定
）

　

内
部
に
安
置
さ
れ
て
い
る
政
宗
・
愛
姫

夫
妻
の
位
牌
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

期
間　

九
月
一
日
〜
九
月
六
日
、
十
二

月
十
日
〜
十
二
月
二
十
三
日

● 

問
合
先 

瑞
巌
寺 

　

0
３
５
４
ー
２
０
２
３

松
島
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ク
ル
ー
ズ

　

日
中
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
幻
想
的
な
島
々
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

● 
問
合
先　

丸
文
松
島
汽
船　

0
３
６
５
ー
３
６
１
１

松
島
の
月　

船
上
ラ
イ
ブ

　

中
央
桟
橋
に
停
泊
し
て
い
る

遊
覧
船
を
会
場
に
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
。
松
島
湾
に
浮
か
ぶ

月
明
か
り
と
音
楽
で
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
夜
を
楽
し
め
ま
す
。

● 

問
合
先　
（
社
）
松
島
観
光
協

会　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

松
島
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

円
通
院
庭
園
の
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
ほ
か
、
瑞

巌
寺
洞
窟
群
、
比
翼
塚
・

三
聖
堂
、
天
麟
院
、
観
瀾

亭
の
大
ケ
ヤ
キ
や
も
み
じ

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

（
十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月

二
十
九
日
）

● 

問
合
先

　
（
社
）
松
島
観
光
協
会　

　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

瑞
巌
寺
灯
道
「
秋
」

　

瑞
巌
寺
の
参
道
を
ロ
ウ

ソ
ク
の
灯
り
で
幻
想
的
に

演
出
し
ま
す
。
静
寂
な
闇

の
世
界
に
浮
か
び
上
が
る

参
道
は
神
秘
的
で
す
。（
十

月
三
十
一
日
〜
十
一
月

二
十
九
日
）

● 

問
合
先

　
（
社
）
松
島
観
光
協
会　

　

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

伊
達
文
化
の
感
動

松
島
の

三
つ
の

お
も
て
な
し
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高
城
町
商
業
振
興
会

夕
涼
み
会

　

八
月
八
日
に
高
城
町
商
業
振
興
会
が
主
催

す
る
夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
高
城
町
中
央
広
場
に
は
、

昔
の
高
城
町
の
七
夕
祭
り
で
使
用
し
た
材
料

を
使
っ
た
七
夕
飾
り
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
用
の

ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
、
来
場
し
た
人
は

願
い
を
書
い
た
短
冊
を
飾
り
付
け
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
を
し
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
味
わ
う

な
ど
し
て
夏
の
夕
暮
れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

高
城
町
商
業
振
興
会
の
関
係
者
は
「
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
た
高
城
町
商
店
街
の
七
夕
祭

り
を
ま
た
復
活
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

片
岡
鶴
太
郎
さ
ん

実
演
講
演
会

　

タ
レ
ン
ト
で
画
家
の
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
の

企
画
展
片
岡
鶴
太
郎
の
世
界
「
墨
戯
彩
花
」

が
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
瑞
巌

寺
宝
物
館
青
龍
殿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
六
日
に
は
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
の

実
演
講
演
会
が
瑞
巌
寺
大
書
院
で
開
催
さ
れ
、

絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
や
絵
に

対
す
る
思
い
を
話
し
な
が
ら
、
実
際
に
達だ

る

磨ま

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
鶴
太
郎
さ
ん
は
「
瑞

巌
寺
の
大
修
理
前
の
貴
重
な
時
期
に
企
画
展

が
開
催
で
き
た
の
も
何
か
の
縁
。
皆
さ
ん
に

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
達
磨
の
よ
う
に

七
転
び
八
起
き
の
精
神
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
、
描
い
た
達
磨
の
絵
を
披
露

す
る
と
来
場
者
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

松
島
海
岸
防
犯
指
導
隊
が

ミ
ニ
夏
祭
り
＆
映
画
会
を
開
催

　

松
島
海
岸
防
犯
指
導
隊（
色
川
浩
二
隊
長
）

で
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
七
月

二
十
六
日
に
垣
ノ
内
集
会
場
で
ミ
ニ
夏
祭
り

＆
映
画
会
を
開
催
し
、
八
十
人
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
射
的
や
輪
投
げ
な
ど
の
昔
な

つ
か
し
い
夏
祭
り
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、

色
川
隊
長
や
松
島
交
番
の
西
條
所
長
か
ら
夏

休
み
の
過
ご
し
方
や
交
通
安
全
な
ど
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
安
全
に
楽

し
い
夏
休
み
を
す
ご
せ
る
よ
う
熱
心
に
聞
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

運
動
公
園
入
口
を
花
で

き
れ
い
に

　

本
郷
地
区
公
衆
衛
生
組
合
（
阿
部
正
組
合

長
）
で
は
、
六
月
二
十
七
日
に
松
島
運
動
公

園
入
口
の
国
道
四
十
五
号
と
町
道
本
郷
・
手

樽
線
沿
い
の
花
壇
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と

サ
ル
ビ
ア
の
苗
、
約
四
百
七
十
本
を
植
え
ま

し
た
。

　

花
は
松
島
町
交
通
安
全
母
の
会
の
菅
野
ハ

ツ
エ
さ
ん
（
幡
谷
）
が
阿
部
会
長
に
依
頼
さ

れ
、
五
月
に
種
を
蒔
き
大
事
に
育
て
た
も
の

で
す
。
立
派
に
咲
い
た
赤
と
黄
色
の
花
は
、

道
路
を
通
行
す
る
人
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま

す
。

▲「七転び八起きの精神でがんばってください」
と鶴太郎さんが描いた絵を披露しました

▲色とりどりの花がドライバーの目を和ませています

▲昔なつかしい遊びで夏祭りを楽しみました

▲七夕飾りが以前の高城町商店街の七夕祭りを彷
彿させていました
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白
寿
お
め
で
と
う

（
八
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
那
須
ヒ
サ
コ
さ
ん
（
高
城
）

米
寿
お
め
で
と
う

（
八
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
下
川
喜
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
鈴
木
よ
し
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
西
村
こ
ろ
よ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
下
川
秋
子
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
丹
野
武
志
さ
ん
（
手
樽
）

◆
早
川
き
よ
み
さ
ん
（
上
竹
谷
）

◆
後
藤
し
げ
さ
ん
（
幡
谷
）

◆
菊
田
な
つ
よ
さ
ん
（
桜
渡
戸
）

松
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

県
大
会
に

　

七
月
二
十
五
日
に
多
賀
城
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
宮
城
県
大
会
予
選
多
賀
城
石
巻
地
区
大

会
で
、
松
島
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
金
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
七
日
の
県
大
会

で
は
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

留
守
家
庭
児
童
学
級
夏
祭
り

　

八
月
八
日
に
松
島
町
留
守
家
庭
児
童
学
級

の
夏
祭
り
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

百
人
の
親
子
が
盆
踊
り
や
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
の
屋
台
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
で
は
、
日
本
舞
踊
風
張
流
師
範
の

佐
藤
純
子
さ
ん
の
指
導
で
一
生
懸
命
練
習
し

た
成
果
を
発
揮
し
、
普
段
は
仕
事
で
忙
し
い

お
母
さ
ん
と
上
手
に
踊
っ
て
、
楽
し
い
夏
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

芭
蕉
の
思
い
に
ふ
れ
る

　

七
月
十
九
日
に
松
島
玉
手
箱
館
で
奥
の
細

道
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奥
の
細
道
と

芭
蕉
を
テ
ー
マ
に
、
鬼
房
の
会
俳
人
渡
辺
誠

一
郎
さ
ん
が
、
芭
蕉
の
生
涯
や
奥
の
細
道
に

つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が
ら
講

演
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
芭
蕉
は
松
島
を
扶
桑
第
一

の
好
風
と
書
い
た
の
で
、
日
本
三
景
と
い
う

よ
り
日
本
一
の
景
色
で
す
。
ま
た
、
正
岡
子

規
や
夏
目
漱
石
も
松
島
の
句
を
詠
ん
で
い
る

の
で
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
良
い
の
で
は
」
と

話
し
、
参
加
者
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
松
島
玉
手
箱
館
は
芭
蕉
が

泊
ま
っ
た
と
さ
れ
る
熱
田
屋
の
跡
地
に
あ
り
、

参
加
者
は
芭
蕉
が
見
た
景
色
を
見
な
が
ら
奥

の
細
道
を
朗
読
な
ど
し
て
、
芭
蕉
の
思
い
に

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

松
島
高
校
が

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

七
月
二
十
三
日
に
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
た
平
成
二
十
一
年
度
「
海
の
日
」
海
事

関
係
功
労
者
表
彰
で
、
松
島
高
校
が
国
土
交

通
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

松
島
高
校
は
、
長
年
に
渡
っ
て
歩
け
歩
け

大
会
で
全
校
生
徒
に
よ
る
清
掃
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
東
北
電
力
（
株
）
塩
釜
営
業
所
よ
り

　

街
路
灯
（
水
銀
灯
四
十
ワ
ッ
ト
）
十
灯

◆
（
株
）
ユ
ア
テ
ッ
ク
塩
釜
営
業
所
よ
り

　

右
記
街
路
灯
取
付
工
事　

一
式

◆
櫻
井
安
子
さ
ん
（
高
城
）
よ
り　

電
気
ポ
ッ
ト　

三
台

◆ 

仙
台
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
（
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
有
限
会
社
・
新
崎
人

生
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り　

金
四
万
円

街角スナップ
松の間伐材を利用した

ストラップ
  宮城中央森林組合が、松島
町産の松の間伐材を利用して、
ストラップを作りました。宮
城県の観光キャラクター「む
すび丸」が焼きつけられてい
て、「かわいい」と人気を呼
んでいます。９月下旬から松
島の土産品店などで販売を開
始しています。

●問合先　宮城中央森林組合　
☎362-3640

▲鬼房の会・俳人の渡辺誠一郎さんが講演しました

▲年を重ねる毎に健康になったという那須
さん

▲盆踊りを練習した成果をお母さんに披露
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心
や
す
ら
ぐ
魅
惑
の
祭
り「
瑞
巌
寺
灯
道
」

が
、
八
月
六
日
か
ら
八
日
に
瑞
巌
寺
周
辺
で

開
催
さ
れ
、
約
六
万
四
千
人
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
瑞
巌
寺
参
道
で
は
、
松
島
町
内
の

小
学
校
の
児
童
が
、
竹
の
燭し

ょ
く

台だ
い

に
設
置
さ
れ
た

ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し
て
光
の
道
を
つ
く
り
、

観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
静
寂
な
雰
囲

気
の
中
、
虚こ

無む

僧そ
う

が
奏
で
る
尺
八
や
篠
笛
の
音

色
に
合
わ
せ
て
踊
る
郷さ
と

さ
ん
さ
が
、
訪
れ
た
観

光
客
の
心
に
し
っ
と
り
と
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
が
和
紙
に
き
れ
い
な

色
を
染
め
た
り
絵
を
描
い
た
吊
り
灯
籠
が
祭

り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

過
ぎ
ゆ
く
夏
を
惜
し
み
な
が
ら

松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会

瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会

　

七
百
年
の
伝
統
あ
る
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん
の
行
事
、
瑞

巌
寺
大
施
餓
鬼
会
が
八
月
十
六
日
に
松
島
海

岸
中
央
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
櫓や

ぐ
ら

が
組

ま
れ
た
会
場
に
は
、
か
わ
い
い
稚ち

児ご

行
列
を
先

頭
に
瑞
巌
寺
僧
侶
が
入
場
し
、一堂
に
会
し
て

読
経
を
あ
げ
、
松
島
湾
に
は
ほ
の
か
な
明
か

り
で
灯
さ
れ
た
灯
籠
が
流
さ
れ
、
有
縁
無
縁

仏
を
供
養
し
ま
し
た
。

  

八
月
十
七
日
に
は
恒
例
の
松
島
灯
籠
流
し

花
火
大
会
が
松
島
湾
一帯
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
約
十
四
万
三
千
人
の
見
物
客

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
、

夏
の
夜
空
に
は
色
鮮
や
か
な
花
火
、
約
八
千

発
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
松
島

の
花
火
大
会
の
名
物
、
水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や

地
響
き
の
よ
う
な
音
と
と
も
に
夜
空
一面
に
広

が
る
尺
玉
な
ど
に
、
観
光
客
も
過
ぎ
ゆ
く
夏

を
惜
し
み
な
が
ら
夏
の
松
島
を
楽
し
み
ま
し

た
。

幻想的な空間が心を癒す

瑞巌寺灯道 松
島
の
夏
の
風
物
詩

▲暗闇に浮かび上がる灯道

▲ほのかな明りで観光客を楽しませる吊り灯籠▲ライトアップされた五大堂を遊覧船から観賞

▲瑞巌寺僧侶による読経で厳粛な雰囲気の大施餓鬼会

▲色鮮やかな花火が次々と打ち上げられました ▲眼前で打ち上げられる花火に魅了されました
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「
月
見
御
殿
」と
呼
ば
れ
、
伊
達
家
の
納
涼
、

観
月
の
場
で
あ
っ
た
観
瀾
亭
で
、
お
月
見
会
を

開
催
し
ま
す
。
伊
達
家
の
藩
主
な
ど
が
こ
よ

な
く
愛
し
た
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
美
し
い
月
を

皆
さ
ん
も
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
観
瀾
亭
に
は
ス

ス
キ
や
ハ
ギ
な
ど
季
節
の
草
花
が
飾
り
付
け
ら

れ
、
無む

孔こ
う

笛て
き
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

無
孔
笛
と
は
、
指
で
押
さ
え
る
穴（
孔
）が

な
い
た
め一
音
し
か
出
せ
な
い
笛
で
、
そ
の一
音

に
魂
を
込
め
て
心
で
奏
で
ら
れ
ま
す
。
ぴ
ん
と

張
り
つ
め
た
空
気
の
中
に
響
く
、
神
秘
的
で
荘

厳
な
音
色
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

十
月
二
日（
金
）〜
十
月
四
日（
日
）

午
後
六
時
〜
午
後
九
時（
一
時
間
毎
の
入
れ
替

え
制
）※
午
後
八
時
以
降
は
、
演
奏
は
行
わ
れ

ま
せ
ん

●
場
所　

観
瀾
亭

●
入
場
料　

無
料（
抹
茶
セ
ッ
ト　

六
百
円
）

●
問
合
先　

観
瀾
亭  

☎
３
５
３―
３
３
５
５

　

日
本
三
景
・
松
島
の
景
観
の
中
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
の一つ
で
あ
る「
茶
道
」の
各
流
派
が

一堂
に
会
し
、
お
点
前
を
披
露
す
る
松
島
園
遊

茶
会
は
二
十
一回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

初
秋
の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
松
島
の
も

つ「
和
」の
雰
囲
気
の
中
で
野
点
の
お
茶
会
が

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

 

十
月
四
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分（
受
付
三
時
ま

で
）

●
場
所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

※
小
雨
決
行

●
内
容　

各
流
派
が
野
点
縁
席
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
お
客
様
を
対
象
と
し
て
茶
道
教

室
を
開
催
し
ま
す
。（
無
料
）

●
流
派

　

①
一
茶
菴
流

　

②
裏
千
家
流

　

③
表
千
家
流

　

④
織
田
流

　

⑤
大
日
本
茶
道
学
会

　

⑥
方
円
流

　

⑦
玉
川
遠
州
流

　

⑧
松
島
高
校
茶
道
部（
表
千
家
流
）

●
お
茶
券（
二
席
分
）

　

当
日
券　

千
円

　

前
売
券　

八
百
円

●
問
合
先

　

日
本
三
景
松
島
園
遊
茶
会
実
行
委
員
会　

　

☎
３
５
４―

２
６
１
８

お
月
見
御
殿
で
名
月
を

十
月
二
日
〜
十
月
四
日

第２1回

日本三景
松 島 園 遊 茶 会

１０月４日（日）

短
い
夏
の
思
い
出
と
と
も
に
、
季
節
は
秋
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
す

月
の
秋
in
松
島
観
瀾
亭

▲芭蕉を魅了した松島の月をご堪能ください

▲秋の松島の風物詩、園遊茶会。流派ごとの緑席の演出も魅力です

10月3日（土）（十五夜）
午後4時27分

10月4日（日）
午後4時53分

10月2日（金）
午後4時03分

月の出の時間



生
涯
学
習
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遊
ぼ
う

楽
し
も
う

学
ぼ
う

12

松
島
観
光
協
会
長
争
奪

第
三
十
六
回
松
島
灯
籠
流

し
卓
球
大
会
結
果

　

八
月
九
日
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
、

町
内
外
か
ら
述
べ
百
二
十
一
人
が

参
加
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
個
人
戦
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

小
清
水
翔（
松
島
高
校
）

準
優
勝　

石
川
雄
一
（
初
原
）

第
三
位　

松
樹
栄
蔵
（
松
島
）、

蜂
谷
文
男
（
松
島
）

男
子
個
人
戦
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

小
山
淳
史
（
松
島
中
）

準
優
勝　

末
上
寛
人
（
松
島
中
）

第
三
位　

三
品
勇
人
（
松
島
中
）、

高
林
直
貴
（
松
島
中
）

女
子
個
人
戦

優　

勝　

橋
本
香
織（
松
島
高
校
）

準
優
勝　

石
井
郁
見
（
大
郷
中
）

第
三
位　

内
海
静
菜
（
松
島
中
）、

後
藤
菜
緒
（
松
島
高
校
）

ダ
ブ
ル
ス
（
男
・
女
フ
リ
ー
）

優　

勝　

松
樹
栄
蔵
（
松
島
）・

板
橋
義
幸
（
松
島
）

準
優
勝　

石
川
雄
一
（
初
原
）、

高
林
直
貴
（
松
島
中
）

第
三
位　

小
山
淳
史
（
松
島
中
）・

末
上
寛
人
（
松
島
中
）、
今
野
行

雄
（
松
島
産
業
）・
伊
藤
幸
彦
（
松

島
高
校
）

ン
グ
を
祝
い
ま
し
た
。

　

大
橋
町
長
は
「
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を

目
的
に
し
た
施
設
で
す
。
こ
の
施

設
を
拠
点
と
し
て
様
々
な
地
域
活

動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

松
島
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
さ
っ
そ
く
手
作
り
パ
ン
の
教

室
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
出
来
た
て
の
パ
ン
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開

所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

八
月
一
日
に
手
樽
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
旧
松
島
第
三
小
学
校
）

と
松
島
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
旧
松
島
第
四
小
学
校
）
の
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
は
地
域
の
行
政
区
や

分
館
な
ど
地
元
の
方
々
が
た
く
さ

ん
参
加
し
た
ほ
か
、
前
学
校
長
だ

っ
た
土
井
孝
さ
ん
や
遠
藤
俊
子
さ

ん
も
出
席
し
て
施
設
の
オ
ー
プ
ニ

松
島
博
物
館
探
訪
第6巻

に
「
日
本
の
歌
百
選
」
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
に
は
、
祖
父
青
木
存
義

の
こ
と
を
綴
っ
た
孫
の
青
木
菊
麿

氏
の
文
章
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

＊
松
島
第
五
小
学
校
（
旧
幡
谷

小
学
校
）
の
敷
地
は
、
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
青
木

存
義
の
兄
存な
が

秀ひ
で

の
長
男
存な

が

廣ひ
ろ

か

ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ま
つ
し
ま
八
月
号
で
清
水
鑑
は

清
水
道
鑑
の
誤
り
で
し
た
。

　

童
謡
『
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
』

は
、
松
島
町
出
身
の
青
木
存な

が

義よ
し

（
一
八
七
九
〜
一
九
三
五
）
が
文

部
省
在
職
中
に
、
松
島
で
過
ご

し
た
幼
い
日
を
想
い
作
詞
さ
れ

た
も
の
で
、
本
人
の
著
書
『
か

は
い
い
唱
歌
』（
大
正
十
年
、
一

九
二
一
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
曲
は
梁や
な

田だ

貞た
だ
し

。
青
木
存

義
は
名
門
青
木
家
の
三
男
と
し

て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）

松
島
町
幡
谷
に
生
ま
れ
、
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
を

卒
業
し
、
小
学
校
唱
歌
教
科
書

編
纂
委
員
、
東
京
音
楽
学
校
教

授
、
文
部
省
図
書
編
集
課
長
、

新
潟
高
等
学
校
校
長
な
ど
を
務

め
、
文
部
省
在
職
中
の
大
正
年

間
に
『
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
』

を
始
め
『
菊
の
花
』
な
ど
文
部

省
唱
歌
を
多
数
作
っ
て
い
ま
す
。

　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館
の
敷

地
に
あ
る
歌
碑
は
、
昭
和
五
十
九

年
（
一
九
八
四
）
四
月
三
日
に
建

て
ら
れ
、
松
島
第
五
小
学
校
に

も
同
様
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、『
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
』

は
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
歌
碑

▲手樽地域交流センターで昔の写真を懐かしむ皆さん

▲東部地域交流センターでは手づくりパン教室が
　開催されました

▲どんぐりころころ歌碑（当館の北側にあり、裏には青木存義の
経歴があります）



13 広報まつしま 2009　9月号

話題の本

「壺霊（上･下）」
内田　康夫　著

　京都の老舗骨董店の嫁･伊丹
佳奈が失踪した。嫁ぐ際に持参
した高価な壺と共に。仕事で秋
の京都を取材していた浅見光
彦は佳奈の娘千寿の依頼を受
けて、その行方を追う。唯一の
手がかりの神社の形

かた

代
しろ

には見
知らぬ名で奇妙な文が記して
あったが・・・。
　今回の浅見は、京都独特の文
化や人々の気質と対峠しながら
推理する。

今月の新刊
「１Q８４　book（1），（2）」
 村上春樹　著
「右岸」
 辻　仁成　著
「左岸」
 江國香織　著
「運命の人（一）（二）」
 山崎豊子　著
「IN」
 桐野夏生　著
「居眠り磐音江戸双紙30」
 佐伯泰英　著
「ふとらないお菓子」
 茨木くみ子　著
「散歩手帖」
 森　雅之　著

図　書　室
■平　日　9:00～17:00
■土・日・祝日 10:00～16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

本の宝箱

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
松

島
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
が
、
八
月
一
日

か
ら
四
日
ま
で
広
島
県
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
三
回
全
日
本
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

松
島
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
は
強
豪
の

静
岡
県
代
表
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ　

Ｍ
Ａ

Ｘ　

Ｓ
Ｃ
と
対
戦
し
、
残
念
な
が

ら
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、

遠
く
駆
け
つ
け
た
応
援
団
は
、
選

手
の
健
闘
を
讃
え
て
い
ま
し
た
。

町
民
文
化
祭
の
開
催
に
つ

い
て

　

毎
年
多
く
の
町
民
の
方
が
楽
し

み
に
し
て
い
る｢
町
民
文
化
祭｣

を
、今
年
は
十
月
三
十
一
日（
土
）・

十
一
月
一
日
（
日
）
の
二
日
間
開

催
し
ま
す
。

　

町
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
展
示
の
部
・
舞

台
の
部
共
に
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先  

中
央
公
民
館

　

☎
３
５
３
ー
３
０
３
０

松
島
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
が
全

国
大
会
に
出
場

　

第
二
十
三
回
宮
城
県
小
学
生
ソ

中
学
校
対
抗
剣
道
大
会
で

松
島
中
学
校
男
子
が
優
勝

　

七
月
十
九
日
に
、
一
森
山
道
場

（
塩
釜
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第

四
十
八
回
塩
釜
神
社
奉
納
神
旗
争

奪
中
学
校
対
抗
剣
道
大
会
で
、
松

島
中
学
校
男
子
が
見
事
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
個
人
戦

で
は
久
保
由
美
さ
ん
が
三
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

わ
ら
す
こ
山
が
っ
こ
海
彦
・
山
彦

わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ザ
ス
が
主
催

す
る
わ
ら
す
こ
山
が
っ
こ
海
彦
・

山
彦
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
が
八
月

一
日
〜
八
日
に
仙
台
市
十
里
平
と

松
島
町
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
開

催
さ
れ
、
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
に
は
四
日
か

ら
移
動
し
、
根
廻
地
区

の
皆
さ
ん
か
ら
炭
焼
き

や
元
禄
潜
穴
の
歴
史
を

学
ん
だ
ほ
か
、
宮
城
中

央
森
林
組
合
の
皆
さ
ん

に
よ
る
カ
ブ
ト
ム
シ
の

罠
つ
く
り
、
宮
城
県
漁

業
組
合
松
島
支
所
漁

業
青
年
研
究
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
か
き
の
養

殖
見
学
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
は
山
と
海
の
松
島
の
自
然
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
夜
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
つ
く
っ
た
料
理
を
キ
ャ
ン
プ

の
関
係
者
に
も
振
る
舞
い
、
参
加

者
は
楽
し
い
夏
の
思
い
出
と
と
も

に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲町長室へ県大会優勝の報告に訪れた
　ヴィクトリーの皆さん

▲松島中学校剣道部の皆さん

▲かきの養殖現場を見学する参加者
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　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。（トレーニングジムを利用するには、講習会の受
講が必要です）（高校生以上） 
    5日（土）午後7時～   9日（水）午前10時30分～　12日（土）午後7時～
  15日（火）午後1時～ 19日（土）午後7時～   　　27日（日）午前10時30分～
　受付は電話でも仮受付いたしますが、申請受付は温水プールで直接行います。
申請の際は、3カ月以内に写した本人の写真（縦3cm×横2.5cm）2枚をご持参ください。　
　なお、各時間帯の受講者数は概ね10人（先着順）です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参ください。

  7日（月）、14日（月）、24日（木）、28日（月）
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

９月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ

スポーツを楽しむのに最適な季節となりました。「美遊」では、各種教室の参加者を募集します。
　9月12日（土）午前10時30分から温水プール ｢美遊｣ スタジオにて受付を開始します。
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

格闘技エクササイズ２
　スポーツの秋に向け、エクササイズで体力維持・増進に励みませんか。
●実施日　9月26日、10月3日、10日、17日、24日、31日、
　　　　　11月7日、14日（全て土曜日）
●募集対象　一般成人
●時間  午後7時30分～午後8時30分
●定員  15人
●内容  リズムに合わせてパンチ、キックの動作を楽しく行います。
●指導者　田中浩二
●参加料  1人　4,000円（８回分）

プールでの教室

小学生水泳教室part ３
　スポーツの秋に向けて水泳の上達に励
みませんか。
●日時　9月18日、25日、10月2日、9日、

16日、23日、30日、11月6日
　　　　（全て金曜日）
●募集対象　小学生
●時間
　初級の部 午後4時45分～午後5時45分
　中級の部 午後5時45分～午後6時45分
●定員　初級・中級の部　各20人
●内容　
　初級の部　25m完泳を目指します。
　中級の部　4泳法で25m完泳を目指します。
●指導者　猪股慎一、高橋枝里子
●参加料　1人 3,500円（8回分）

松島町温水プール美遊各種教室受講者募集

成人水泳（初級の部）教室
　25m完泳を目指したいという方のクラ
スです。
●実施日　9月30日、10月7日、14日、

21日、28日、11月4日、11日、
18日（全て水曜日）

●募集対象　一般成人
●時間　午前11時～正午
●定員 10人
●内容　自由形及び他泳法の基礎指導
●指導者  高橋枝里子
●参加料　１人4,500円（８回分）

成人水泳（中級の部）教室
　25m位は泳げるけど、さらにそ
の上を目指したいという方のクラ
スです。
●日時　9月29日、10月6日、

20日、27日、11月10日、
17日、12月1日、8日

　　　　（全て火曜日）
●募集対象　一般成人
●時間　午後7時～午後8時
●定員　10人
●内容　４泳法及びターンの指導等
●指導者  高橋枝里子
●参加料  1人4,500円（8回分）

タイ式 ヨーガ教室
　無理のない運動・ポーズで体力維持・増進に励みませんか。
●実施日　10月9日、16日、23日、30日、11月6日、13日、

20日、27日（すべて金曜日）
●募集対象　一般成人
●時間  午後1時～午後2時
●定員  15人
●内容  タイ式ヨーガの各種ポーズ、基本動作等
●指導者  太田加代
●参加料  1人4,000円（8回分）

９月の休館日のお知らせ （連休により４週目の休館日は24日になります）
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松島町温水プール美遊各種教室参加者募集

水中ウォーキング教室〈全8回コース〉
　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍプ
ールでいろいろなウォーキング、ストレッチなどの水中
運動を行います。
●期日　10月3日、10日、17日、24日、31日、11月7日、
　　　　14日、21日（全て土曜日）
●時間　午後1時30分～午後3時
●参加料　4,000円（８回分）

水中エアロビクス教室〈全8回コース〉
　25ｍプールを使って、水中でのストレッチ、ジ
ャンプ、ステップ、筋力アップのための水中運動
を行います。
●期日　10月2日、9日、16日、23日、30日、11月6日、
　　　　13日、20日（全て金曜日）
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（８回分）

賢い消費者になるために　～消費生活ＰＲコーナー～

多 重 債 務
クレジットや消費者ローンの返済のために生活が成り立たなくなったり、返済や支払いが滞って困っていませんか。
　もしあなたが今このような状態だったら、できるだけ早く家計の見直しや借金の整理をして、生活の立て直しをはか
らなければなりません。
　多重債務に陥っても必ず解決策はあります。今すぐ相談してください。

相談例1
　多重債務（住宅ローン以外に400万円）に陥って相談
に来ました。・・・会社員でもある彼は、自宅マンショ
ンのローンも滞納しがちなのですが「自宅は残したい」
と言っています。なんとか自宅を残して立ち直ることは
できるでしょうか。

相談例2
　消費者金融クレジット会社10社に700万円の借金があ
る。12年前に初めて50万円を借りたことがきっかけで、
今では借金を返すための借金に追われ、頭の中は返済の
ことでいっぱい。仕事も手につかない。支払日に遅れな
いようにと頑張ってきたが、毎日のやりくりに疲れた。
もう限界だ・・・。

▲解決策は債務整理です。
　①任意整理　②特定調停　③個人再生手続　④自己破産

▲貸金業者の取立てはすぐに止められます。
　債務整理をするための相談をすることにより、法律専
門家や裁判所からの「受任通知」が届いた後は、法律で
取り立てが禁じられています。

▲相談先
　・消費生活センター　・弁護士会　・司法書士会
　・法テラス　・日本クレジットカウンセリング協会他

「多重債務相談強化キャンペーン」実施事業
「宮城県多重債務無料相談会」
●相 談 日 時　9月14日～9月20日、12月13日～12月19日
　　　　　　　（詳しく知りたい方はご相談ください）

●定例相談日　毎週火・木曜日　午前9時～午後4時30分
●相 談 窓 口　産業観光課 商工観光班　消費生活相談員
　　　　　　　☎354-5708
※毎月第1火曜日（午前10時～午後3時）は勤労青少年
ホームで相談を受けます。

借金問題は

必ず解決できます

楽らくエアロビクス教室〈全8回コース〉
　スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、
音楽にあわせてリズムダンス＆ウォーキング、ボール体
操など柔軟性と筋力アップのための体操を行います。
●期日　9月17日、25日（金）、10月1日、８日、15日、22日、
　　　　29日、11月5日（9/25以外全て木曜日）
●時間　午前10時～午前11時30分
●参加料　4,000円（８回分）

町民福祉課主催の教室
●場所　温水プール「美遊」
●対象者　65歳以上の方　（先着15人まで）
●申込期限　9月11日(金)まで
●申込み・問合先　町民福祉課健康長寿班
　☎355－0703
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●日時　10月28日（水）～ 10月29
日（木）午前９時～午後４時

●場所　塩釜商工会議所　
●受付期間　10月13日（火）～ 10
月16日（金）

●受講定員　甲種防火管理者　80
人（定員になり次第締め切りま
す）

●申込場所　塩釜地区消防事務組
合管内の消防署
●テキスト　受付時、塩釜地区防
災安全協会にて３,000円で販売
します。
●問合先　塩釜地区消防事務組合
消防本部予防課指導係

　☎361-1616

●日時　９月19日（土）、20日（日）
●場所　県庁
●定員　各30人（要予約）
●予約受付
　９月７日（月）～９月11日（金）
　午前８時30分～午後５時15分
●予約電話　☎211-2524
●問合先　宮城県消費生活・文化課
　☎211-2524

　職場でのトラブル解決を労働局
がお手伝いします
　照会・相談は、下記まで。
●問合先　宮城労働局総合労働相
談コーナー　☎299-8834

　高齢者・障害のある人をめぐる
様々な人権問題について、相談に
応じます
●日時　９月６日（日）～９月12日（土）
午前８時30分～午後７時
　（土、日は午前10時～午後５時）
●相談電話　☎292-3660
●事前の問合先
　仙台法務局人権擁護部
　☎292-3614

　最近、廃棄物の不法投棄が目立
っています。不法投棄をすること
は法律で禁止されており、違反し
た場合には、懲役又は罰金刑に処
されることがあります。
　松島町では、看板の設置や巡回
パトロールの実施により、不法投
棄防止を図っています。
　不法投棄から、松島町を守りま
しょう。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

　 母子父子家庭等の方々が生活上
抱えている問題について、相談す
ることができます。
　事前に予約が必要となります。
●相談日　９月17日（木）
●場所 宮城県母子福祉センター
●問合先　（財）母子福祉連合会  
☎256-6512

●日時　９月10日（木）
　午前10時～ 11時30分　　
●定員　６～８人程度
●場所　ふれあいの家（高城）
●内容　日頃の介護についての情
報交換、介護保険などの情報提供
●申込期限　９月９日（水）まで
●申込・問合先　町民福祉課健康
長寿班　松島町地域包括支援セ
ンター　☎354-6525

２等陸・海・空士（男子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　通年を通しておこな
っています。

●試験　受付時にお知らせします
●問合先　自衛隊宮城地方協力
　本部石巻地域事務所
　☎0225-83-6789
　

　主に朝の通学時間帯に通学路で
の街頭指導をはじめ、小学校等の
交通安全教室の指導・各種イベン
ト時の交通指導などを行います。
　松島町内に在住し、普通自動車
免許を所持し、20歳以上65歳未
満の方で男女は問いません。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

９月６日（日）汐見台歯科医院 七ヶ浜町菖蒲田浜字橋本1-1 ☎357-5603

９月13日（日）松島医療生協松島海岸診療所（歯科）
松島町松島字普賢堂2-11 ☎353-2717

９月20日（祝）鈴木歯科医院 利府町加瀬字十三塚107-1 ☎356-5420
９月21日（月）大澤歯科医院 多賀城市笠神4-3-45 ☎366-1615
９月22日（祝）太平デンタルクリニック 塩釜市宮町3-19 ☎366-7425
９月23日（水）浮島歯科クリニック 多賀城市浮島1-12-10 ☎368-2201
９月27日（日）刀根歯科医院 利府町青葉台3-1-85 ☎356-7555
10月４日（日）泉沢歯科医院 塩釜市泉沢町17-15 ☎363-2306

募　集

松島の新鮮な幸を　
松島のマルシェまつの市開催
　町の新鮮な海の幸、山の幸、加工
品等を取りそろえ、軽トラックで販
売しますので、ぜひご来場ください。

●日時　9月20日（日）
　　　　午前9時～正午
●場所　中央公民館駐車場
●問合先　産業観光課農林水産班
　☎354-5707

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

甲種防火管理「新規」講習

自衛官募集

 交通安全指導員募集

宮城県多重債務無料相談会開催

労働者、事業主のみなさん

全国一斉「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」

９月は廃棄物不法投棄防止強化月間

母子父子家庭等特別相談

介護者交流会のお知らせ
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犬・猫引き取り日
●日時　毎月第２・第４木曜日
　９月10日（木）、９月24日（木）
　午前10時～正午　
●場所　塩釜保健所　
●問合先
　塩釜保健所　☎363-5505

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　９月30日（水）
●固定資産税　３期
●国民健康保険税
　６期(普通徴収)
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室
☎354-5913

　国民健康保険加入者で今月70歳
以上になる方（９月２日～ 10月１
日生まれ）へ、高齢受給負担割合
が記載された国民健康保険者証
（９月１日から適用）を郵送します。
　なお、現在お持ちの被保険者証
については、役場町民福祉課国保
窓口に返還してください。
●発送日　９月18日（金）
●問合先　役場町民福祉課
　町民サービス班　☎354-5705

●日時　10月６日（火）
　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行
政相談委員・消費生活相談員
●問合せ　町民福祉課福祉班
　☎354-5706、企画調整課まち
づくり支援班　☎354-5809、
産業観光課商工観光班

　☎354-5708

　相続・売買・贈与等の不動産登記、
会社・法人登記の相談、訴状、支
払督促に関する相談を行います。
●日時  10月１日（木）　
　午前10時～午後３時
●場所　中央公民館
●問合先　宮城県司法書士会
　☎263-6755

　水稲収穫前の籾
もみ

の食害防止のた
め、カルガモ等の有害鳥獣の実弾
による駆除を９月８日、９日の２日
間、町全域で早朝から日没まで実
施します。実施にあたっては、安
全対策に万全を期して行います。
●問合先　産業観光課農林水産班
☎354-5707

　家庭菜園や園芸などに乾燥汚泥
を肥料として使ってみませんか？
取りに来られる方に限り、無料で
おわけします。予約制になってい
ますので、ご希望の方は、下記ま
で予約をお願いします。
●内容　乾燥粒状一袋10ｋｇ
　※袋詰めで一人５袋まで
●配布期間
　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午後３時～午後４時30分
●問合先　塩釜地区環境組合
　☎363-2777

●問合先　建設課施設管理班
　☎354-5715

お知らせ

定額給付金の申請手続きは
お済みですか
　申請していない方は、お早めに
申請してください。
申請受付終了日　10月13日（火）

●問合先　定額給付金窓口
　☎354-6116

男女共同参画講演会開催のお知らせ
　男女がともに活躍する地域づくりを考える機会として下記講演会を開催します。
●日時　10月２日（金）
●開会　午前10時～午前11時30分
●場所　中央公民館　大ホール
●講師　（有）プランニング開　代表取締役　新田　新一郎氏
●申込み期間　9月3日（木）～ 24日（木）
●その他　託児所を準備しております。（満1歳以上未就学児まで、先着10人、
　　　　　事前申込み必要）
●申込み受付　下記へ直接お申し込みください。
●問合先　総務課総務管理班　☎354-5701

※申請書がまだ届いていない方や申請書
を紛失したため申請していない方は、
役場定額給付金窓口までご連絡または
お越しください。

犬・猫引き取り日

国民健康保険被保険者証兼
高齢受給者証の交付について

納税は口座振替で！

人権なんでも相談・行政相談・消費
生活相談合同相談所

「法の日」司法書士無料相談

有害鳥獣の駆除を実施します

耐震診断は建設課へ

塩釜地区環境センターから
お知らせ
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　取引・証明に使用する「はかり」を知事が日時、
場所を指定して行う検査です。
　該当者には、事前に受検票などを送付しますが、
下記事項「検査を受けなければならない計量器」に該
当する計量器を所持し取引・証明を行っている方で、
受検日の3週間前（9月7日（月））になっても受検票が
送付されない場合は下記までご連絡ください。
●日時　9月28日（月）、29日（火）
　午前10時30分から午後3時まで
●場所　中央公民館（母子センター側出入り口）
●検査を受けなければならない計量器
①商店、会社、工場、病院、学校（教材用は除く）等で使用するはかり
②農家で野菜、果実の庭先販売に使用するはかり
③行商などに使用するはかり
④宅配便で使用するはかり　など
●検査を受ける必要のないもの
①浴場、旅館にある体重測定用の試しはかり
②飲食店の盛付、調理用に使用するはかり
③製パン業の生地取り用に使用するはかり
④郵便物試しはかり　など

●問合先　産業観光課　商工観光班
　☎354－5708

計量法に基づく平成21年度
特定計量器定期検査を実施します

　国民年金から支給される老齢基礎年金や、障害基礎年金、
遺族基礎年金には、国庫負担（国の税金）が含まれています。国
庫負担の割合はこれまで「3分の1」でしたが、平成21年4月以後
の加入期間は「2分の1」に引き上げられることになりました。
　これにより免除期間がある場合の老齢基礎年金については、
年金額計算の仕方が変更されることになりました。免除を受け
た期間は国庫負担分について全額が支給される仕組みなので、
国庫負担の割合が引き上げになることで、より有利になります。

　一部免除（4分の1、半額、4分の3免除）は保険料の一部を納
付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度です。
一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は未納と同じ扱
いとなるため、国庫負担分も受け取ることができません。
　国民年金の保険料はきちんと納付して、基礎年金に含まれる
国庫負担をしっかり受け取れるようにしましょう。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257－6115

国民年金の国庫負担金が
改正されました

給湯機の一部不具合により油漏れ発生→
給湯機内部での発火→
機器周辺部への延焼に至る可能性があります！

次に該当するものが、無料点検対象です。
①メーカー名・機種名を確かめてください
　Ｈｉ－ＡＣＴＹと記載されたシールが貼られているもの
②型式名・製造年月を確かめてください。

次の型式名・製造年月
RPE32K○○　RPH32K○○　RPE40K○○
RPH40K○○　RPE41K○○　RPH41K○○

※○部分には英文字が続く場合があります。

95（H7）年８月～ 99（H11）年６月製造
※製造番号の頭４ケタが製造年月を表します

対象製品を発見したら、至急ご連絡ください。

●給湯器点検コールセンターフリーダイヤル（料金無料）
☎０１２０－４４４－３０９

　受付時間　午前９時～午後５時30分（土、日、祝日、　
夏期休暇・年末年始を除く）

ＴＯＴＯインターネットホームページ
http://www.toto.co.jp

消費生活相談コーナー②
ＴＯＴＯ石油給湯機（ボイラー）

点検のお願い
　去る７月13日、松島町から排出されるごみを処
理している宮城東部衛生処理組合粗大ごみ処理施設
で火災が発生しました。
　原因は何らかの熱源が混入し、可燃物に引火した
ものと思われます。
　家庭からごみを出す際には以下の点に注意し、事
故を未然に防ぐため分別排出にご協力をお願いしま
す。

　◆注意点◆
◆スプレー缶やカセッ
ト式ボンベ等の中身
は使い切って穴を開
けて出す。
◆ライター等の中身（オ
イル・ガス）を抜いて
出す。
◆ストーブ等を出す場
合には燃料を完全に
抜き、乾電池を外す。

●問合先
　総務課環境防災班　☎354－5782

ごみの分別排出の徹底を

平成21年3月以前の期間 平成21年4月以後の期間
４分の１免除（４分の３納付） ６分の５ ８分の７
半額免除（半額納付） ６分の４ ８分の６
４分の３免除（４分の１納付） ６分の３ ８分の５
全額免除 ６分の２ ８分の４

全額納付を「１」としたとき、免除された期間が年金額に反映する割合
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　瑞巌寺本堂の保存修理工事を行うため、町
道瑞巌寺線について工事車両が通行します。
　大型車両通行のため、町道瑞巌寺線の一方
通行を解除し、工事車両のみ両方向で通行し
ます。

●期　　日　9月1日（火）～12月28日（月）
　　　　　　午後6時～午前5時
●場　　所　松島字町内地内（町道瑞巌寺線）
●施工業者　鹿島建設（株）東北支店
　　　　　　瑞巌寺建造物保存修理工事事務所
　　　　　　☎355－1435
●町道管理者　建設課建設班　☎354－5709

　下記地区の水道メ－タ交換を９月28日から10
月15日までの期間に実施します。なお、交換作
業については松島町水道事業指定給水装置工事
事業者が行いますので、ご協力をお願いします。

◎メ－タ交換対象地区

　●問合先
　水道事業所上水道班　☎ 354－ 5711

水道メ－タ交換のお知らせ

工事車両の通行お知らせ

　平成21年度の合併処理浄化槽設置整備事業補助金の
申し込みを受付け中です。
　公共下水道事業認可区域外の既存住宅の水洗化や居住
を目的とした住宅の新築及び増改築などで合併処理浄化
槽の設置を希望する方は、補助制度を利用できます。
（根廻、幡谷、上竹谷、下竹谷、北小泉、手樽、桜渡戸、
及びその他の地区の一部）

●補助対象　公共下水道認可区域外の居住を目的とした
住宅で、平成22年3月31日までに工事が
完了する合併処理浄化槽

●受付期日　12月28日まで
●補助金額　浄化槽の大きさにより上記表のとおり。
※補助金額は国の補助基準額の変更により、変わる場合があります。

◎既存住宅への合併浄化槽の設置には、
  合併処理浄化槽設置等改造資金融資あっせん制度を併
せて利用できます。

 ●申込み・問合先　水道事業所下水道班 ☎354－5710

合併処理浄化槽設置整備事業
補助金の受付中です

浄化槽の大きさ 補助金額 備　考
５ 人槽 332,000円 延べ床面積が130㎡未満の住宅用
７ 人槽 414,000円 延べ床面積が130㎡以上の住宅用
10人槽 548,000円 台所及び浴槽が２個以上の住宅用

大字 小　　　　　字

 高城

帰命院下一、井戸下、高山下、夏井、馬
場二・石田沢一、二・白坂、居網一、柿
の木、明神二・三、田中一・ 二、田中裏、
三居山一・二、根崎・動 伝一・二・三、
井戸江一、松の杜・愛 宕一・二

 初原
志戸内、砂押、欠田、焼林、日当、原、
根廻

 桜渡戸
真言、欠ノ下、鶴巻、土井下、中島、 壇山、
芦ヶ沢、 蒲ヶ沢

　全国各地で新型インフルエンザの患者が確認されています。
　新型インフルエンザの症状としては、発熱、倦怠感、食欲
不振、咳など、通常のインフルエンザ症状の他、鼻水、咽頭痛、
吐気、嘔吐や下痢などが考えられます。
　急な発熱やのどの痛みなどの症状が出た場合は、かかりつ
けの医療機関に電話連絡をして、医師の指示のもと受診し、
かかりつけの医療機関がない場合は最寄の保健所の発熱セン
ターへご相談ください。

通常のインフルエンザ予防対策を行ってください。
・外出から帰ったら、石けん・流水で手洗い、うがい
をしましょう。

・咳やくしゃみが出る場合は、マスクをしましょう。
・マスクがない時はハンカチやティッシュ等で口・鼻
をおおいましょう。

・普段から、栄養と休養を十分にとり、免疫力を高め
ておきましょう。

●発熱相談センター窓口（宮城県塩釜保健所　疾病対策班）
　☎363－5504
●受付時間　午前8時30分～午後5時　※平日のみ

新型インフルエンザに対する
対応について

工事車両通行区間

円通院 瑞巌寺

観瀾亭

国道45号

天麟院
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特定保健指導がはじまります

健康の日参加者募集　毎月11日は“健康の日”
　『スポーツの秋』です。健康をめざし、心地よい汗をな
がしてみませんか？
●日時　9月17日（木）午前10時
●場所　松島町温水プール（美遊）
●内容　水中エアロビクス
　　　　（水着と水泳帽の用意をお願いします。）
●参加費　500円（券売機でプール利用券を購入してください。）
●申込み・問合先
　９月16日（水）まで、電話でお申込みください。
　保健福祉センター内（健康づくり担当）
　☎355－0703
※10月の「健康の日」は、10月12日（祝）の　「体育の日」
となります。

　松島町国民健康保険に加入している方で、平成21年度の特定健診の結果をチャンスにして、もっと
健康に、もっと元気になっていただきたい40歳～74歳までの方を、「特定保健指導」（ヘルスアップ教室）
にご招待する『重要なお知らせ』を10月中旬にさしあげます。
　特定健診の結果からわかる「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」はその状態を放置して
おくと、脳卒中や心臓病などの生活習慣病につながります。
　「健診を受けたから終わり」ではなく、元気をアップ、健康をアップ、魅力までもアップするよう、
招待状が届いた方はこの教室に参加して、もっと素敵な人生を送りましょう。
　“やる気いっぱいの保健師・管理栄養士”が応援します。

　平成20年度に行われた特定保健指導には、約50人の方が参加されました。８割以上の方に腹囲や体
重の減少がみられ、血圧値も全体的に下がり、参加された皆さんの意欲がうかがえました。
　参加していただいた方から「体験談」を聞かせていただきました。

歯科相談のお知らせ
朝８時からやってまーす！
●日時　９月２日～16日
　（総合健診期間中)
●場所　保健福祉センターどんぐり
●対象　町民の方どなたでも、無料にて実施
●内容　歯みがき指導(歯ブラシはこちらで準備し

ています。)
むし歯・歯ぐき・顎（あご）の事、「口が渇く」「むせ
やすい」・「噛めない」等、お口に関して気になる事
がありましたら、気軽にご相談ください。

●問合先　保健福祉センター
　☎355－0703ー内（健康づくり担当）

「元気」が身に
つく特典付き 9月2日～16日まで、松島町保健福祉センターどんぐりにおいて、総

合健診を実施しています。

 内海秀子さん（桜渡戸）
　毎年、町の健診では下の血圧が高く、いつものことだったのでそのままにしていました。
ところが昨年、健診後に赤で『重要』の文字のついた結果票が届き、「病院で再検査」す
るようにとの通知と一緒に「特定保健指導」の案内状がきました。
　すぐ、結果票をもち、病院で診ていただいたところ、「今のところは内服等せず、特定
保健指導を受けて、運動や食事に気をつけていくように」とのことでした。膝の痛みも
あったのでやせたいという気持ちがあり、今後、家族に迷惑をかけたくないという思いも
あったので、教室に参加することに決めました。
　教室では個別に保健師さんとの面談があり、自分の生活習慣の見直しをしたところ、仕事
をやめてからも間食が習慣になっていたことや果物の食べすぎ、運動不足等、たくさん気づ
いた点がありました。それからは主菜や油ものをひかえ、野菜は温野菜等で多くとるように
し、夕食ではなく朝食でしっかり食べる等の工夫をしました。また、散歩を毎日30分行い、
車を駐車する時には遠くの駐車枠に止め、近いところは歩いて行くように心がけました。
　その結果、６カ月で体重が６.４kg、腹囲が８.３cm減少し、着れなかった洋服もまた
着れるようになり、二重の喜びです。これからも、頑張って続けていきたいと思っています。

お口の健康
大丈夫かな？

自分でも
驚いてい

ます！

体重 －６
.４Kg

腹囲 －８
.３cm

●問合先
町民福祉課健康長
寿班健康づくり担当
　☎355－0703
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医療費助成制度について
　乳幼児、母子父子家庭、心身障害者の方へ医療費の助成制度があります。
　対象は下記のとおりです。
●乳幼児医療費助成
　通院：０歳から未就学児（６歳到達の年度末）まで
　入院：０歳から７歳誕生月まで
●母子・父子家庭医療費助成
 児童が１８歳年度末を迎えるまでの母子または父子
●心身障害者医療費助成
 身体障害者手帳１、２級及び内部障害（心臓・腎臓など）の３級所
持者、療育手帳A所持者

※平成21年1月1日現在で他市町村に住所を有していた方は、
　平成21年度（平成20年分）所得証明書が必要となります。
※いずれも所得制限により助成が受けられない場合があります。

●問合先　町民福祉課福祉班  ☎354－5706

医療費助成更新の手続きについて
　乳幼児、母子父子家庭、心身障害者医
療費助成受給者証の有効期限は、9月30
日までとなっています。更新受付期間は
下記のとおりです。

●日時　9月24日（木）～10月2日（金）
　　　　午前9時から午後5時まで（ただ

し、土日は除きます。28日（月）
に限り、窓口を午後7時まで延
長します。）

●場所　役場町民福祉課
※対象の方には、9月中旬に更新申請書
を送付します。

●問合先
　町民福祉課福祉班　☎354－5706

※平成20年度は対象期間が平成20年４月から平成21年７月までとなり、４カ月以上長いため、下記支給要件の
　（　）内の額が適用になります。

平成21年度の支給要件・支給額（毎年７月31日時点の自己負担限度額）

※限度額は、所得や加入する各医療保険制度によって異なります。なお、高額療養費又は高額介護予防サービス費が
支給される場合は、それらの支給額を控除した額の合計となります。

※同一世帯でも健康保険が異なる世帯員の自己負担額は合算できません
※70歳未満の方の医療費は月額21，000円以上の自己負担額のみを対象とします。
※同一世帯に70歳未満と70～ 74歳の方がいる場合は、最初に70～ 74歳の自己負担額を適用して、残った自己負担
額に70歳未満の自己負担額を合算して70歳未満の自己負担額を適用します。

※保険外併用療養費の差額部分、食事療養費、入院時生活療養費の自己負担額は対象とはなりません。
　なお、支給対象となる被保険者の方については、12月頃お知らせする予定です。 

●問合先　町民福祉課　町民サービス班354－5705　健康長寿班☎355－0677

　医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度です
　世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が、１年間（毎年８月～７月末）にお支払いされた医療保険と介護
保険の自己負担額を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。

＜高額医療・高額介護合算療養費制度について＞

◆国保＋介護保険（70歳未満）
　①　上位所得者
　　　世帯員全員の合計所得が一定以上※の場合 ･･･126万円（168万円）
　　　※合計所得600万円以上
　②　①・③以外の場合 ･･･ 67万円（89万円）
　③　世帯員全員が市町村民税非課税の場合 ･･･ 34万円（45万円）

◆国保＋介護保険（70歳～74歳）
　①　高齢受給者証の負担割合が「3割」となっている場 ･･･ 67万円（89万円）
　②　①・③・④以外の場合 ･･･ 56万円（75万円）
　③　世帯員全員が市町村民税非課税の場合 ･･･ 31万円（41万円）
　④　③のうち、世帯員全員の所得が一定以下※の場合 ･･･ 19万円（25万円）
　　　※年金収入80万円以下等
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●日時　10月12日（祝）
　午前７時25分　スタート
●会場　松島チサンカントリークラブ
松島コース
●参加資格
　町内在住者及び町内勤務者
●参加費　３,000円
●申込締切　９月25日（金）
●問合先　松島ドライバープラザゴ
ルフ練習場　☎354-3158

●日時　毎週火曜日　午後７時30分
～午後８時30分
●場所　温水プール２階　スタジオ
●対象　一般（初心者）
●会費　月２,500円
●申込み・問合先　
　鈴木　☎368-7078

●日時　10月20日（火）
　午後１時～午後４時
●場所　塩釜市役所２階会議室
●相談員　暴追センター相談委員、
県警本部暴力団担当捜査員（警察
官）、弁護士
●内容　暴力団問題で困っている方
ほか、暴力団事務所の立ち退き要
求、組抜け、ヤミ金融、書籍の一
方的送付による購読要求、債権取
立、エセ右翼、エセ同和問題等、
その他困り事相談でも可
●問合先　（財）宮城県暴力団追放セ
ンター　☎215-5050
　宮城県警察本部暴力団追放課
　☎222-8930

●日時　10月４日（日）　
　午前９時30分開会
●場所　中央公民館
●内容　健康チェックコーナー、骨
密度検診、親子で遊ぼうコーナー、
歌の演芸コーナー、イカぽっぽ、
玉コン、お餅等販売模擬店コーナ
ーなど楽しい企画がいっぱい
　オープニングは五大堂太鼓とレッ
ツカホロのフラダンスが飾ります。
●空くじなしの大抽選会　
　午前10時30分より
●参加協力券　300円
●問合先　松島医療生協
　☎353-3309

●日時　10月４日（日）
　午前10時～午後２時
●場所　塩釜市体育館
●内容　健康チェック、子どもの広場、
サークル展示、模擬店、フリーマ
ーケット、お楽しみ抽選会など

●参加協力券　500円
●問合先　☎367-9027

●日時　10月３日（土）　午後６時
●場所　仙台サンプラザ
●会費　３,000円
●問合先　利府高校同窓会事務局
　☎356-3111

●日時　10月２日、９日、16日、23日
　午後７時～午後９時
●場所　勤労青少年ホーム
●受講料　無料（テキスト、貸尺八共）
●対象　年齢性別不問（町外者も可）
　　　　初心者若干名
●講師　宮城竹友会　髙田幽翠他
●主催　琴古流尺八宗家竹友社
　宮城支部（円心、三塚竹幽師範）
●申込み・問合先　９月10日まで
　午後６時～午後９時　
　☎354-4048　髙田

●日時　９月19日（土）
　午前11時30分
●場所　レストランToi Toi（トイトイ）
●会費　4,000円
●申込み　9月12日（土）
●申込み・問合先　柴崎みゆき
　☎090-7525-8780

●日時　10月3日（土）午前10時～午
後5時、10月4日（日）午前10時～
午後4時
●場所　夢メッセみやぎ（入場無料）
●内容　10月3日　コンサート（水木一
郎）講演（松居一代）、10月4日　コン
サート（木村弓、庄司恵子）
●問合先　宮城県社会福祉課
　☎211-2516

ねまわりのひまわりまつり
長雨の影響で、ひまわりの種まきが遅れたことに
より日程が変更になりました

　小さな地区の素朴なイベント「ねまわりの
ひまわりまつり」を今年も開催します。
　かわいいひまわり約22万本の中の散策が
楽しめます。

●日時　10月10日（土）～ 11日（日）　午前９時～午後３時
●場所　根廻地区内
●イベント　あぜ道コンサート（10日：マンドリン演奏、11日：フラダンス）、
　　　　　ひまわり摘み取り体験、地場産品等販売

●問合先　ねまわりのひまわりまつり実行委員会事務局
　　　　　☎090-3123-6210（小島）

坂病院友の会
第32回健康まつり

利府高校同窓生の集い

第16回 松島町スポーツフェスティバル
町民親善ゴルフ大会

宮城学院同窓会塩釜支部総会

エアロビクス同好会会員募集

暴力団問題等無料相談所開設

日本の心の旋律
尺八を吹いてみませんか

ヒューマンフェスタ
せんだい・みやぎ2009

松島医療生協健康まつり
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
9/28（月）、10/5（月）
母子健康手帳の交付　9：30～11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　 ☎355-0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
９月の乳幼児健診はありません。
10/ 2（金）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H21.2月～3月生）
 　受付　9：30～9：45
10/ 2（金）　3歳6カ月児健診（H18.3月～4月生）
 　受付　12：30～12：45
10/ 6（火）　1歳6カ月児健診（H20.2月～3月生）
 　受付　12：30～12：45

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
９月の予防接種はありません。
【BCG】　10/6（火）　対象　H21.5月5日～7月6日生
　　　　 受付　9：00～9：30

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
10/5（月）、10/20（火）　どんぐり保健室　9:00～11:30
10/8（木）、10/28（水）　どんぐり保健室　13:30～14:30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
9/ 1（火）　あったか～い（どんぐり1班）
9/17（木）　あったか～い（健康館）
9/18（金）　あったか～い（品井沼）
9/24（木）　あったか～い（ひだまりの家）
9/29（火）　あったか～い（どんぐり2班）
9/30（水）　あったか～い（公民館）

健康づくり事業
9/17（木）　健康の日イベント　

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355-0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
9月の「ぱいんの会」はお休みです。

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
9/18（金）　いちおし健康塾
9/25（金）　元気いきいきクラブ（脳刺激訓練教室）　10：00～11：30

総合健康診断（保健福祉センターどんぐり）
9/2（水）～9/16（水）
結核検診・肺がん検診・特定健診・お達者健診・生活機能評価・
青年健康診査・胃がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診・
骨粗しょう症検診・骨量測定を行います。申し込まれた方は
受診してください。

電話相談
　保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお
受けしております。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしております。
☎355-0666（平日8：30～17：00）
℻  353-3722（平日8：30～17：00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） ☎355－0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター  ☎354－6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター  ☎354－6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談   9/14（月）
アルコール・薬物相談  9/18（金）
ひきこもり・思春期こころの相談 9/24（木）、10/7（水）
※事前に予約が必要です。
性感染症相談　平日（8：30～17：15）
※電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
HIV抗体・クラミジア抗体検査　9/2（水）、9/16（水）
※HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則とし
て無料です。
骨髄バンク登録受付
9/2（水）、9/16（水）10：00～11：00
●申込み、問合先
塩釜保健所　母子・障害班　☎363－5507
塩釜保健所　健康対策班　　☎363－5504
保健福祉センターどんぐり　☎355－0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン⑥＜生活習慣病予防＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１．メタボリックシンドローム予防、がん予防に関する正しい
知識と生活習慣の改善方法をお知らせします。

２．特定健診やがん検診の内容、受診方法を、広報やチラシ等
で早くわかりやすく伝え、毎年受診するようにPRします。

３．特定健診の結果についての情報提供や保健指導を行い、生
活習慣改善の実践に向けて支援します。

４．治療中の方に対しては、重症化予防のために医療機関等で
の適切な治療や生活指導をすすめます。

５．医療機関および健診機関等と連携して、質の高い健診体制
を整備し、精度管理の向上を図ります。

〈スローガン〉
☆ 糖尿病を予防しましょう
☆ 脳卒中や心臓病を予防しましょう
☆ がんを予防しましょう
☆ 特定健診とがん検診を受けましょう
☆ 生活習慣を改善しましょう

　８月７日の３歳６カ月児健診を受診した21人の中で、むし歯のないお
子さんは12人でした。
　これからもよい食生活と歯みがきを続けて、健康な歯を守りましょう！
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《今月のピカピカ賞》



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％
の再生紙と植物性大豆油インキを使用
し、環境にやさしい水なし印刷方式を
採用しています。

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

子どもたちに自信と勇気を
松島空手道場　代表　小野正晃さん

自分自身を精錬できるスポーツ

　松島空手道場は初原のコミュニティーセンターで練習
を行っています。空手だけではなく、キックボクシング
やテコンドーなど様々な格闘技を学ぶことができるので、
町外からも練習に通っている生徒もいるそうです。
　指導者の小野正晃さんは「相手を倒すことがすべてに
見られがちですが、空手は技を鍛えることによって、自
分自身を精錬していくことができるスポーツです。武道
として、そしてスポーツとして空手の魅力を感じてもらえ
ると嬉しいですね」と話します。

地域の皆さんの協力に支えられ

　「地域の皆さんの協力のもと、子どもたちが輝かしい成
績を収めました。格闘技をとおして、自信と勇気を与え
たいですね」と話す小野さん。初原コミュニティーセン
ターには、今日も子どもたちの元気なかけ声が響いてい
ます。

東北チャンピオンも誕生

　今年に入ってからの成績は、松島空手道場から東北各
県の大会で４人の東北チャンピオンが誕生しました。中
には東北代表に選ばれ、全国大会出場者もいます。
　嶺岸金太郎さん（中学男子）２大会で優勝と３位、蜂
谷俊貴さん（小学５年）４大会で優勝と準優勝３回、千
葉椎奈さん（中学女子）２大会で優勝と準優勝、大谷紗
恵さん（小学３年～４年女子）優勝、吉田海人さん（小
学６年男子）２大会で準優勝と３位、小野春菜さん（小
学５～６年女子）準優勝、大谷知恵さん（小学２年女子）
準優勝、今野哲哉さん（一般男子７０ｋｇ以上の部）準
優勝、柴田悠太さん（小学６年男子）、千葉好輝さん（小
学３年男子３位）

（　）は前月比
男 7,589人（－1） 人口 15,661人（＋1）
女 8,072人（＋2） 5,507世帯（＋1）

町の人口
（H21年8月1日現在：住民基本台帳）
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▲観瀾亭の敷地にひっそりとたたずむ産業観光課分室

小野正晃さん

▲松島空手道場の皆さん

松島空手道場では生徒を募集中です。　練習日：毎週火・木曜日　入会・月謝：無料　問合先：090-6456-6528（小野）


